
高橋　親夫氏　プロフィール
1947年7月　　仙台市に生まれる　仙台市在住
1974年1月　　１級建築士
2003年　　　　仙台ハッセルブラッドフォトクラブ会員
2006年　　　　倶楽部645会員
2011年　　　　第36回JPS展入選
2015年3月　　京都造形芸術大学写真コース卒業
2015年6月　　仙台市で個展

1984年から20年間、地域の記録写真約1万枚を撮影、2008年仙台市博物館に寄贈
2014年から2年間、仙台市宮城野区高砂地区町内会連合会　会長　

ありがとさん。ご苦労さん。
　ぽっかぽかさん・支えあいわかばやしさん・お世話になった皆様へ

本当にお世話になりました。感謝で心がいっぱいです。

　おいしかったよ　お茶・コーヒー
　おいしかったよ　おつけもの
　おいしかったよ　手作りお菓子
　　　　　　　　　どれもこれもに　心がこもる。

　たのしかったよ　手づくりゲーム
　たのしかったよ　歌謡・替え歌
　たのしかったよ　出しものいろいろ
　たのしかったよ　誕生祝いの品々
　　　　　　　　　どれもこれもに　心がこもる。

　何があっても　めげないよ　私の心はぽっかぽか
　風が吹いても　折れないよ　私の心はぽっかぽか
　雨が降っても　しょげないよ　私の心はぽっかぽか
　雪が降っても　こけないよ　私の心はぽっかぽか

強い絆を　もらえたね。
楽しい夢を　もらえたね。
生きる力を　もらえたね。
　サンサンと照る太陽さん。世の中みんなぽっかぽか。私の心はぽっかぽか。

ほんとに　ほんとに　ありがとさん。ご苦労さん。「ぽっかぽかサロン」の皆様へ

� 2016.3.11　作　庄子　義

○表紙の写真について
　元旦の朝にたくさんの人々が薄暗い寒冷の浜辺に立ち、海に向かって並び、静かに日
の出を待っている姿があった。海からやってきた災害で、あれほどひどい目にあって日
はまだ浅いというのに、人々は渚まで近づき、海に向かいこれから始まる未来への幸せ
や願いを託そうとしている。私は「人間はなんて強いのだろう」と思った。

　撮影日　2014年1月1日　荒浜にて
　撮影者　高橋　親夫

　平成 24 年 10 月から平成 28 年 3 月まで、ボランティ
グループぽっかぽかと支えあいセンターが共催してい
た「ぽっかぽかサロン」。被災の有無に関わらず、交
流を求めている方たちの居場所となった。
　この詩は、元七郷地区社協会長の庄子義さん（ぽっ
かぽかサロン代表）が、スタッフの労をねぎらって作
り、震災から 5年のこの日に読み上げたもの。庄子会
長の声に合わせ、参加者の皆さんが自然と唱和。「こ
れからは会費制にするのはどうですか」という呼びか
けに賛成の拍手がわき、現在もボランティアと参加者
が力を合わせて運営を続けている。
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